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太陽活動と気象現象ごの関係についての．

アンケート集計結果並にこれに関する討論 ，選

太陽活動コロキウム

一■」一4【、一

　気象研究所では2年前から太陽活動コ・キウムを設げ

て太陽活動と気象現象との関係の予備知識を交換して来

たが，一段落ついたので今後の研究具体化の参考とする

ために以下の如きアソケート形式の基礎調査を行ない，

去る1月の気象学会月例会（於中央気象台第1’会議室）

でこれを発表し参会者各位の討論の資料とした．

　間合わせの内容は

　コ1）気象現象叉は事項．

　2）関係あると思われる太陽現象．

　3）関係の程度（夫々その大小に応じ0，1，2の段

　　　階に記す）．

　4）之に関する既成研究．

　5）参考意見．

の5つの欄を設げ之に記入してもらった，配布先は気象

台関係各官署．大学，天文台等である．集まった意見は

60人の人より約120項目につき述べられたものであっ

た．之等を分類して，・一般気象現象　（これは更に統計

的，綜観気象的，物理的，に細分される）超高暦及び電

離現象，海洋，地震，観測と測器一般的意見，応用その

他，となし，各々に該当する，主なる項目名，記述の要

約を記すと以下の如くなる．

1．一一般気象現象

　1．統計的（58項目）

　その主な項目名・年々の気温変動と太陽黒点，季筋気

温の変動と太陽黒点，年々の気候変動と太陽黒点叉は太一

陽常数，月李均気温と太陽黒点，気温及び降水量の変化と

太陽黒点，気温の短週期変化と太陽黒点，凶冷と太陽黒

点，凶冷と太陽潮汐，梅雨現象と太陽黒点，緯度圏別雲

量（D変化と太陽輻射，台風の中心示度と太陽黒点，台風

災害と太陽黒点，気候（例えばzonal　index，blocking

琴ction　index，center　of　action）の永年変化と太陽黒

点．

　その記述の要約’・年々の気温の変動と太陽活動との相

関はありそうだが研究者によってかなりまちまち，の結果

が出てる．それをもう少し確定的なものにしたい．或る

一地点だけの気温や気象要素だげをとり出して太陽活動

とむすびつげようとするのは無理で世界的な規模でやる

べきだ，統計的な取扱かいだけではいけないからより物

理的な方法でエネルギー傳達とか変形をを研究すべきで
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ある．（多数）統計のとり方につき夏季気温といろよ弓な

直接的要素だげでなく，冬から夏への気候の遷移の仕方

を問題にすべきだ．1951年上牛期に生じた長寿命黒点

の際に見られるよ5な気温の25日週期との大きな相関・

をもつとつっこんで研究したい．凶冷と太陽潮汐との関

係が大気大循環及ぴ火山活動を媒介として考えられる．

雨量に関する全世界的な系列（一斉に多くなったり叉は

少なくなったりする事）はたしかに認められる．叉太陽

黒点と雨量との関係は偶然ではあるまい．梅雨と太陽活

動との相関関係として，太陽活動の強弱一北極海の氷

のとげ方一大気環流の変調一日本の梅雨の彊弱とい

う経路が考えられる．現象として黒点極小期の室梅雨と

いろのと極小期・極大期に梅雨が強いとい5ゐがある．『

緯度圏別雲量の変化と太陽輻射との関係を研究する事が

有望である．

　太陽黒点が多いと台風発生頻度は小，中心示度は黒点

数が少ないと低く，．黒点数が多いと台風は近畿地方に上

陸しやすいという．種々の統計についてこれまで研究が

あるが，その期間をかえるとが李均数を変えるとか電磁

気的要素を統計の中に入れるとかにより，より精密な統

計が望ましい．

　2．綜観気象的（18項目、

　その主な項目名・気象の30旧週期位の変化と太陽活

動（磁気嵐等）圏界面の年々の変動と輻射，大気大循環

（指標としてzonal　index，寒気の　out　break，．偏西

風，季節風，赤道東風、の浩長と太陽輻射，気温の水李

垂直分布と輻射総エネルギー，地球上地表付近から超高．

層に至る間の熟経済と太陽面からの相当な期間に至る積

算輻射．

　その記述の要約・研究の第1歩は力学的，熟力学的に

norma1の状態を考えて次にこれからの偏移を考える事

であろう．．すべて大気大循環の媒介を経て現われる事は

彊調されている．

　関係する太陽活動は太陽黒点とするものが多いが，白

斑に注目するもの，多くは輻射に帰し，’分らないとする

ものもある．大気環流と太陽輻射は一部に疑間のあるむ

きがあるが，大体において世界各地の温度分布を媒介と，

して互に関蓮する事を認めている．solar　flareの後に

上層大気の温度上昇を来たし，これが傳播して地上の気
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圧配置を変える事が報告されているが，これが事実なら

ば，短期予報に太陽活動を考えねばならぬ．

　3．物理的（4項目）

　その主な項目名・波動的に傳播するものと短週期（数

時間叉は11～10日位）太陽活動の変化，日変化（主と

して低緯度的なものすべて）と太陽との距離，赤緯砂季

節変化に俘う引力の変化，大循環の型の変化と輻射エネ

ルギーの長週期変動，気温の年変化と太陽位置，気象

（upper　troughの移動発散，牧敏）の年変化と日射の

年変化．

　その記述の要約・エネルギー傳達の物理的機構を考え

る事が必要，太陽輻射エネルギー総量の長週期変動は主

として気温の分布を支配し，その場に生ずる大気活動全

体の生態を根本的に制約する，短週期の変化は張制的な

ものの原因をなすがその場合長週期のものとのcoupling

を考える必要がある．太陽活動を一定として太陽の天球

上の位置だげによる気象状態の準安定状態をしらべる事

も必要：であろ弓．

豆．超高層，及び電磁気現象（18項目）

　その主な項目名・成暦圏の温度異常上昇とflare，上

部成層圏の輻射の問題と紫外線，オゾソ暦の生成機構と

紫外線，超高層から下層へのエネルギーの傳達，第2対流

圏と輻射，電離暦臨界周波数と太陽常数叉は太陽黒点，

電位傾度の年変化と太陽黒点，地磁気地電流の日変化と

太陽輻射，叉は太陽黒点，地磁気擾乱と微粒子輻射，叉

は太陽黒点，s．f．e現象とsolar　flare，地電流regular

pulsationと太陽黒点，電離層の週期変動並びに電離暦

の風と太陽輻射．

　その記述の要約・上暦大気の電離状況，気塊の移動，

オゾソ暦の生成変動と太陽コロナ，彩層叉特に黒点付近

に出現する爆発現象と関係づげて研究すべきである．成

暦圏の温度上昇と磁気嵐及び宇宙線と関係づげる事，叉

上暦大気に入って来た光線や微粒子輻射エネルギーが下

暦に如何に傳達されるかをもっとくわしくしらべる必要

がある．第2対流圏は太陽活動に敏感に影響されるだろ

う，その資料蒐集が望ましい．電離暦の慶乱と太陽活動．

との関係はかなり明らかになっているが，その場合風が

どろなっているかを研究する必要がある，地電流の脈動

と黒点数は負の相関で常識と反する．地磁気の太陽日変

化と太陽活動度との関係がはっきりしない．地磁気の機

構読に微粒子読と紫外線読等があるが決定的でない．地

電流のregular　pulsationが黒点数と負の相関にある

のも常識的でない．室中電位傾度の長週期変化が黒点週

期とある程度李行していることの意昧の研究，その他こ

の分野と太陽活動との関係は大まかには分っているが細

かい点で不明で今後理論上観測上研究の余地が多い・

皿．海洋地震（8項目）

　その主な項目名・北太李洋の水位と太陽活動，かつを
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の豊凶と太陽黒点，海洋の生渥力と輻射，火山爆発と太

揚黒点，地震脈動の年李均振幅と太陽黒点・

　その記述の要約・北太亭洋の水位は北極の氷のとけ方

と関係するといろ意見，表題の如きものが一応あげられ

て今後の研究課題となり得る．

y．観測と測器（17項目）

　その主な項目名・日射量，混濁度，太陽常数の観測，

日射計の準器，日射計の検定の慣行，夜間輻射観潰L日

射観測を主務とした官署の設置，分光直達日射計の製

作・富士山におげる月射，紫外線・夜聞輻射・オゾソ量

観測，ゾソデ用電池と太陽紫外線，放射能ゾソデの保温

と輻射，ゾソデ気球の老化と紫外線，ラジオゾソデの温

度測定に対する日射の影響．

　その記述の要約・気象現象の根本は太陽輻射にあるか

ら精密な輻射観測を気象台内に確立して先づ確実な資料

を得るとい5意見多数あり．

　これにつき研究所を主体とせよ，或は富士山頂を利用

よる等の意見あり．

　測器については表題の如き研究が要望される．

v，一般的意見（8項目）

　その記述の要約・太陽活動と気象現象との関係はそれ

自身重要な題目で一研究室をそのためにつくるべしとの

意見あり，この様な研究は気象学を重要であるから輻射

観測と併せて積極的に進めてくれ（多数）．人員予算の不

足の折柄もっと念を要する仕事や研究があるのではない

かという意見も中にあった（1名）気象関係に限らず各

分野の協力が必要，アソケート形式のこの種の試みは果

して有効なりや（批判）．

VI．応用，その他，（7項目）

　その主な項目・、第5放射線と太陽活動・物質の紫外

線，赤外線に対する性質，物質の太陽輻射による温度上

昇，太陽輻射熟の利用．

　その記述の要約・太陽輻射の気象に及ぼす影響の研究

と並んで，特にその環境衛生に及ぼす効果を明らかにせ

ねばならぬ，種々の物質の紫外線，及び赤外線に対する

性質特に衣服地，紙，樹脂膜等の紫外線透過率，．繊維製

品の紫外線，赤外線による脆化，油やゴムの紫外線によ

る硬化の研究が必要，種々の物質の太陽輻射による温度

上昇とそれによる障害を体系づげる必要あり，太陽熟利

用の研究が必要である．所謂第5放射線の間題，合理的

解釈が望ましい．

　関係の程度については前述の如く各項目につき三段階

の分類とし，関係していると思われるがその程度が明ら

かでないものを0，明らかに関係していると思われるが

その研究結果が十分でないものを1，関係が明瞭でその

研究がかなり成果をあげていると見なされるものを2，

とした．之等の記述につき上述の分類別に葉計して見

た．図はその頻度表である．’以上を概観して認められる

1’天気”．2・4
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A：十般気象現象　1統計的
　　　　　　　　　豆synoptic『
　　　　　　　　　皿物理的
B：超高暦　　　　　1気象
　　　　　　　　　互電磁気
C：その他の現象　　　　．
D：観測及び測・器
（Gは0，1，2の記載なく一般
的意見のみ述べてあるもの）
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第1図肝関係程度に関する頻度表

事は何といっても一般気象現象に関する記述が一番多

く・この点事実に対する資料集積が最もよく行なわれて

いると云える・しかしその因果関係についての説明が十

分である事は頻度表で大部分が1以下で2を記すものが

ほとんどない事によって知られる．電離暦についてはか

なり著しい関係が分っているが超高暦気象現象になると

太陽活動との関係が不明であるばかりでなく資料そのも

のが非常に貧弱である事に最大の欠陥があると思われ

る・輻射観測の重要性が指摘されているのも注目される．

　討　論

川畑：1対ユの現象をとりあげる前に地質時代の気候の

大きな変化に着目して見たらど弓か，即ち　Palaeocli－

matologyと太陽活動との関係を先づ調べたらどろか，

とい弓（Dはこのよ弓な長期の聞にはsola「activityは

非常に大きな振幅で変化しているからである．石炭紀，

ジユラ紀の前牛は暖かで，第三紀，第四紀には著しい氷

期が凌）る．MilancOvitchは地球軌道の変化による日射

の著しい変化にその原因を求めた．Cro1はさらにこれ

に随俘する海流の変化を組合わせて読明した．Simpson

は蒸発量と降水量とが長い眼で見ればバラソスするはず

だといろ仮定に基き雪と雨の割合の変化から氷期の原因

を探究した・Defantはこれに基づく大気環流の変化か

ら気候が変るとした．

　solar　constan七が仮に…定であっても地球大気相互

の位置によって地球のうげる日射量は大きく変化する．

またsolar　constantは長期にわたり理論的に変化ず

るものかど5か知りたい．

畑中：古代の太陽は数億年の程度ではあまり変ったとは

考えを）れない．total　radiant　energyでなくselective

な1皮長域では1別である力二．

根本：地球外の原因だげでなく地球内で植物等の進化に

よって色々compositionが変るから長期間の変動より

むしろ短期間のものをしらべた方がよい．、

紳山：銀盤日射計を用いる時の7に対する水蒸気，塵埃

．の影響を分離する事は困難である，日射の測器改良が必

要である．

＝L955年4月
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畑中：太陽輻射のろちどの波長がどの様にきくかといろ

事が重要である．太陽輻射の波長分布についてはロケッ

　　　　　　　　　ロト観測により2300A位まではかなりよく分っている．

川畑：sunspot　numberとIonosphere　との間には

個々の場合には1対1の対応がろすいげれども長い期間

について李均して見ると著しい相関があるのは恐らく

sunspotが直接影響しているのではなくて，何か他の

変化を通じて作用を及ぼしていると考えるのが妥当では

あるまいか．・

畑中：大気の吸改機構について物理的な研究をする事も

必要だ，例えばオゾソの場合に何（オソグストローム）

の線があづかるかというよ弓に，

石川：水蒸気についてにかなりsystematicな研究がな

されている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ川村：オゾソの生成分解は主として1800ん3000Aまで

があづかっている．

畑中：2700A付近のMg－1ineが太陽のActi》ityが

強くなるとabsorptionからemissionに転ずるから

重要な役割を演ずるだろう．吸牧が行なわれる高度はど

弓か．

川村：30～60km位である．

堀1内：その辺までは水素のLα一1iηeがとどいている．

畑中：太陽活動が彊くなるとオゾソ暦はど5なるか．

川村：D砒chの計算によれば太陽の色温度が高’くなる

とオゾソ厨の高度が高くなる．

畑中：太陽エネルギー・は局部的に高温になることは考え

られるが全体が高温になる事は考えにくい．

堀内：局部的変化の一つの可能性として　Lα一1ineの影

響が考えられる．最近の測定によると（Watanabe　et

a1．1953）Lα一1ine付近のatmospheric　windowでオ

ゾソの吸牧係数が極めて大きいといろ結果が出ている．

これによって太陽活動の変動は50km以上のオゾソに影

響することが可能である．

畑中：乙α一1ineはNOに吸牧されるだろ弓．

堀内：そうである，NOによるLα一1ineの吸．牧によっ

てD暦が形成されるという事が最近大体受入れられてい

る檬である．

畑中：NOが吸牧するとなるとその下へは来ないのでは

ないか，もっともNOの分布はまだ分らないが．

堀内：Lα一1ine付近の数箇所のwindowの位置とそこ

の吸牧係数の値を見ると可能性はやはり考えられると思

ろ，オゾソのphotoionizationにづいて検討しよ5とい

5ことも云われている．

　あとがき

　アソケートを研究題目の決定に役立たせることは一般

にはあまりとられない方法で，一これについては批判を下

さった方々もあり，たしかにそのために十分なものとは

（27頁へつづく）
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いる．」「この電話に予報を吹込むの

はお天気相談所の役目，朝から夜ま

で1日最低5回，荒れ時となると10

数回も予報が変る度に新しく録音す

る，この録音設備なるものが，きわ

めてお粗末だ，気象台の電信室のス

ミで宿直ベッドなどと同居したタナ

の上に，古いポータブルの器械がお

かれている．右手でカネを合聞にた

たきながらの録晋である．。一（中略）

…この設備は予報電話開始時に試験

・的においたまま公肚側はホッタラカ

シ，録音テープがすり切れるとテー

プ会示七に頼んで寄附してもらわねば

ならず，故障も気象台員が仕方なく

修理している．」

　むすび

　以上由来めいたものを冗舌につら

ねたが，222は多数の電々，気象台

の技術者の手によって日夜遽行され

ており，今後ますます発展張化さる

べきものである．願わくは現状の欠

陥がユ日も早く除かれて，公共サー

ヴィスとしての面目をいやが上にも

発揮するよろに努めて行きたいし，

そう蓮営して欲しいものである．な

お222は將来1177番として全国統
一番号になる予定ときく．

　またニューヨークでは，電話予報

が1日7万，電話時報が1日6万3
千亭均の呼数だといろことである．．

　（中央気象台予報課天気相談所）
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云えない．具体的な研究はどこまで

も実際の観測成績及び研究論文から

生れるもめであろう．それにもかか

わらず，この試みは我々太陽活動コ

ロキウムのメソバーが之までを回

顧し今後に資する上に非常に重大な

役割を演じていることは認めざるを

得ない．

　ここにアソケートにつきこころよ

く回答を寄せられた数多くの方々並

びに熟心に討論に参加下さった方々

に心から感謝の意を表するものであ

ります．

　　　（気象研究所・関原記）
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書 評

動気候学　高橋浩一郎著　岩波書店
　　昭和30年3月，　A5－321頁，　￥850円

　　　　いわゆる綜観気候学　（synoptic　climatology）に

　　　対して動気候学あるいは力学的気候学（Dynamische

　　　Klim就ologie）がある．体系的には1930年頃ベルシエ

　　　ロソによってはじめられたものであるが，日本では主と

　　　して高橋博士が研究され，多くの労作が戦前の気象集誌

　　　に発表されている．最近長期予報や電源開発などに関連

　　　してこの方面の研究が多くの注目を浴びてきたが，まと

　　　まった著書とてなく，久しく要望されていた．

　　　　さて第1章は天候の変動の諸性質を多くの資料によっ

　　　て説明してある．第2章では世界の気候とい弓題で主と

　　　して理論的な面から気候を扱ろ糸ぐちをつけてある．第

　　　婁章では日本の気候の一般論を述べ，ついで第4章から

　　　第9章まで各季節の日本の動気候を読明してあり，ここ

　　　はまさに著者の独壇場である．第10章は天候の変動の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　原因どなり弓る要因をすべてあげかんたんに読明してあ

　　　る．

　　　　本書の特徴の第1は著者の深い経瞼があらゆる面に，

　　　にじみでていることである．これは気象学者であり，且

　　　つ気、象技術者である筆者にしてはじめてなし5るもので

　　　凌）る．第2にあるかたよった立場をもっていないから，

　　　あらゆる問題とあらゆる方法が提示されており，本書一

　　　珊で足りるということは最も有難い点である．第3に，

　　　読者はこの本の中から無限に多くの研究課題を直ちに欄

　’　みとることができるとい弓ことを彊調する必要がある．

．　　同時に，ここにかかれているどの1つの理論，あるいは

　　　記述も1完全無欠なものとして，信じ，理解しようと努め

　　　るならば数ぺ一ジにして坐折するにちがいない．だから

1955年4月

何はさておき読者は買ったらすぐ最後のぺ一ジまであづ

さりよみ通すことがのぞましい．その上で手元から放さ

ず常に「使5」ことが必要である．

　ともかく動気候学のまとまった本として世界最初のも

のであるを注意したい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　’（渡辺次雄）

寺田寅彦の「生涯

　　昭和30年3月

太田文李著　新書版238頁

四季瀧刊　150円

　この書物は寅彦の生前に氏と一面識もなかった一人め

愛読者によって書かれた異色のものである．著者は高商

出身のビジネスマソである．寅彦の門弟の矢島瀦利氏の

傳記は，書翰，日記，手帳，随筆，科学：的業蹟などによ

って書いた「編集せる自救傳」であるが，太田氏のもの

は主に寅彦の随筆にあらわれた回顧的名文によってつづ

られた，やはり自敲傳風のものである．矢島氏のものよ

り幾分偶像化され，美化されているのは用いられた材料

によるためであろう．

　内容は小宮豊隆氏の序，自作品に現われた寺田寅彦の

生涯一12章よりなり，本書の大部分をしめる一，寺田寅

彦の装偵観寅彦をめぐる人々と私1よりなる，

　寅彦は多方面に大きな影響を与えた割合にあまり調べ

られ，評価されたものが少いのであるが，これは寅彦が．

多方面にわたる天才であり，独想の人であったために，

その評価が容易でないからであろろ．この書物をよま

れ，寅彦に対する興昧をさらに深めて，再ぴ全集をよみ

かえしてみるならば，寅彦の精紳がわれわれのまわりに

現存する多くの門弟たちにどのよろにろけつがれている

か，また逆にどのよ弓に弟子たちによってゆがめられて

いるか，本物とエピゴーネソがどんなにちがうものであ

るか思いを新たにすることであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（根本）・
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